
 

 
図１ 野坂・集福寺断層帯の活断層位置と主な調査地点 

地震調査研究推進本部地震調査委員会（2003） 



   

 

 
図2 高分解能シングルチャンネル探査の航跡図 



 

 

 
図3 概査測線（G測線）航跡図（青太線）  



 

 
図4 検測線（GK及びNK測線）航跡図（青太線）  



 

 
図5 EX測線航跡図（青太線） 

  



 

 
図6 野坂断層帯精査測線（N測線）航跡図 

 
  



 

 
図 7 G-16 測線の記録断面と解釈 

  

An 層



 

 
図8 M-3.5測線の記録断面 

 
 
 
 

 

 
図9 N-3.5測線の記録断面 

 
 
 
 

断層下盤側に認められる数条の反射面 

An 層内部に認められる数条の反射面 



 

 

 
図10 G-7測線の記録断面 

 
 
 
 

 
 

図11 H-7測線の記録断面及び表層部の拡大図 

  

An 層の下部層内に認められる断続的な数条の反射面 



 
 

 
 

図 12 N-3.5 測線の記録断面と層序解析 

  

An 層



 
 

図 13 NK-2 測線（上図）と NE5 測線（下図；小松原ほか、2000）との対比 
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An 層 (a 層) 



 

 
図 14 GK-6_3 測線の記録断面と層序解析 

 
  

An 層 



 

 
図15 野坂断層帯精査海域の代表的な測線（青太線） 

  



 

 
図16 N-0測線の記録断面 

 
 
 
 

 

 
図17 N-3.5測線の記録断面 

  



 

 
図18 N-5測線の記録断面 

 
  



 

 
図19 野坂断層帯・三方断層帯収斂部の代表的な測線（青太線） 

  



 

 
図20 G-7測線の記録断面 

 
 
 
 

 

 
図21 G-8測線の記録断面 

  

強反射域 

強反射域 

傾動ずる反射面 

傾動ずる反射面 



 

 
図 22 G-11 測線の記録断面 

 
  

強反射域 
強反射域 

傾動ずる反射面 



 
図 23 反射面 Bn の高度差分布及び各地点における値（左表） 

 

 

図 24 海底面及び反射面 Bn の高度差の比較 
G7～G11 測線では隆起側の反射面 Bn が不明瞭なため、高度差の抽出ができなかった。 

海底面高度差 

反射面 Bn 高度差



 

 

図 25 マルチチャンネル音波探査の調査海域及び測線位置図 

 

 

 

  



 

 

図 26 音源及びストリーマー配置図 

  



 

図 27 N-2.5B測線の音波探査断面（上：原記録、下：解釈付記録） 

  

 



 

図 28 N-3B測線の音波探査断面（上：原記録、下：解釈付記録） 



 

図 29 N-3.5B測線の音波探査断面（上：原記録、下：解釈付記録） 

 

 



 

図 30 N-4B測線の音波探査断面（上：原記録、下：解釈付記録） 

 



 

図 31 N-4.5B測線の音波探査断面（上：原記録、下：解釈付記録） 

 



 

図 32 N-5B測線の音波探査断面（上：原記録、下：解釈付記録） 



 

図 33 N-5B-100J測線の音波探査断面（上：原記録、下：解釈付記録） 

 



 

図 34 N-5B-50J測線の音波探査断面（上：原記録、下：解釈付記録） 



 

図 35 N-6B測線の音波探査断面（上：原記録、下：解釈付記録） 

 

 

図 36 N-7B測線の音波探査断面 

 



 

図 37 N-8B測線の音波探査断面 

 

 

図 38 N-9B測線の音波探査断面 



 

 
図 39 ボーリング調査地点（コア採取地点）位置図（上図）及び GS-NSO-1・GS-

NSO-2 コア採取地点拡大図（下図） 
断層及び撓曲の分布は日本原子力発電（2004）による。 



 
図 40 傾動自在型試錐工法 
この工法では、クレーン台船にボーリング櫓、試錐機、発電機などを仮設し、クレーン

台船の外側に、掘削ロッド、サンプラーなどを通すガイドパイプを独立に仮設する。 

 
 

 

図 41 ガイドパイプを台船から隔離した様子 
掘削作業休止時及び夜間の係留時には、台船が波浪で大きく動揺してもガイドパイプと

台船が接触しないように、両者を適切な距離に隔離することができる。 

ガイドパイプ 

掘削 



 

 
図 42 台船及びガイドパイプの固定方法（アンカリング） 
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図 43 油圧駆動型のロータリー式傾動自在型試錐機（CTM-10）の概要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
図 44（その 1） GS-NSO-1 コアの写真（深度 0～12m） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
図 44（その 2） GS-NSO-1 コアの写真（深度 12～27m） 

 
 
 



 
図 45 GS-NSO-2 コアの写真 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

図 46 GS-NSO-1 及び GS-NSO-2 コアの柱状図 



 
 
図 47 コア観察に基づく GS-NSO-1 コアと GS-NSO-2 コアの層序区分・コア間対比

と 14C 年代‐深度関係 

 
 
 
 



 
図 48  GS-NSO-1 コアと GS-NSO-2 コアの帯磁率測定結果 

  



 
 

図 49 GS-NSO-1 コアと GS-NSO-2 コアの色調測定結果（L*） 

  



 
 

図 50 GS-NSO-1 コアと GS-NSO-2 コアの色調測定結果（a*） 

 
 
 



 
 

図 51 GS-NSO-1 コアと GS-NSO-2 コアの色調測定結果（b*） 

 
 
 
  



 
 
図 52 GS-NSO-1 コアと GS-NSO-2 コアの花粉分析結果 

 
 
 

  



 
 
図 53 GS-NSO-1 コアの珪藻分析結果 

 
 
  



 

図 54 GS-NSO-2 コアの珪藻分析結果 

 
 



 

 
図 55  N-5B 測線、日本原子力発電の DU11 測線及び小松原ほか（2000）の NE6 測線

の位置図 
海域の断層・撓曲及び既往探査測線の位置は日本原子力発電（2004）による。野坂断層

の位置は日本原子力発電（2004）及び杉山の未公表資料による。日向断層と三方断層の

位置は小松原ほか（1999, 2000）と金田ほか（2000）による。 

 
 
 
  



 
図 56  N-5B-50J 測線（ブーマー50J、発振間隔 0.625m、受振間隔 2.5m、12 チャン

ネル探査）の重合処理時間断面にボーリング調査結果を重ねた図 

  



 

 

図 57  N-5B-200J 測線（ブーマー200J、発振間隔 1.25m、受振間隔 2.5m、12 チャン

ネル探査）の重合処理時間断面にボーリング調査結果を重ねた図 

  



 

 

 

 
図 58 日本原子力発電の DU11 測線（ブーマー、シングルチャンネル探査）の反射断面

にボーリング調査結果を投影した図 

 
 
  



 

図 59 小松原ほか（2000）の NE6 測線（ブーマー、シングルチャンネル探査）の反射

断面にボーリング調査結果を投影した図 

  



 

 
図 60 音波探査結果との照らし合わせに基づき修正した GS-NSO-1 コアと GS-NSO-2

コアの対比 

 
 
 
  



 

 
図 61 野坂断層帯の陸域及び海域の活動履歴データ総括図 

 
 



表 1 マルチチャンネル音波探査測線一覧表 

 

 



表 2 マルチチャンネル音波探査観測条件一覧表 

 



表 3 海上ボーリングに使用したサンプラーと主な対象堆積物 

 

サンプラー 主な対象堆積物 備 考 

固定ピストン式 
シンウォールサンプラー 

柔らかい粘土～シルト層 水圧式 

打込み式 
二重管サンプラー 

硬い粘土～シルト層 
緩い砂層・砂礫層 

スリーブ内蔵 

ロータリー式 
二重管サンプラー 

硬い粘土～シルト層 
締まった砂層・砂礫層 

スリーブ内蔵 

 
 
 
 
 

表 4 帯磁率計の規格・性能 

 

型  式 規 格 ・ 性 能 

Bartington 社製 

MS2C 
 

材質：白色ポリアセタール 
重量：2.0～2.7kg（ローブの直径によ

り変化） 
寸法：290×200×160mm 
コイル直径 D：センサー孔の通常直径

+8mm 
作動周波数：0.565kHz 
最大分解能：2×10-7CGS 
精度：5% 
ドリフト誘発温度：1×10-6CGS/時 
測定間隔：×1 レンジ CGS で 0.9 秒 
空間分解能：20mm 
磁場強度：80A/m rms 

 
 
 
 
 
 
  



表 5 ボーリング調査による地質層序と音波探査による音響層序の対比 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
表 6 GS-NSO-1 コア及び GS-NSO-2 コアの A 層の 14C 年代測定結果 

 
 
 

表 7 GS-NSO-1 コア及び GS-NSO-2 コアの B 層、C 層、D 層の 14C 年代測定結果 

 
  



 
表 8 D 層深度 21m 付近から採取した火山灰試料の粒子組成分析結果 

 
 
 

表 9 D 層深度 21m 付近から採取した火山灰試料の主成分化学組成分析結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  



表 10 野坂断層帯海域部を挟んだ各層の層厚変化及び各層基底の高度差変化と 
これらから推定される断層活動 

 

  



表 11 野坂断層帯の過去の活動 
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